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７
月
14
日
に
わ
ち
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第

10
回
京
丹
波
町
消
防
操
法
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
員
の
消
防
技
術
向
上
や
士

気
の
高
揚
、消
防
活
動
の
充
実
を
目

的
と
し
て
行
わ
れ
た
大
会
に
は
、小
型

ポ
ン
プ
の
部
に
13
隊
、ポ
ン
プ
車
の
部

に
３
隊
が
出
場
し
ま
し
た
。緊
張
感
が

漂
う
中
、団
員
ら
は
日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
発
揮
し
、消
火
技
術
の
正
確
性

な
ど
を
競
い
ま
し
た
。

各
賞
を
受
賞
し
た
分
団
、個
人
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

三笠書房「こころが楽になるほっとする言葉」より

今月のほっとする言葉

「人」を大切にするということは
「自分」を大切にすること

め
で
た
い
こ
っ
ち
ゃ
わ

ま
だ
ら
と



03｜NO.226 02

まだらと！
小畑万歳 受け継ぐ想い

小
畑
区
に
伝
わ
る
伝
統
芸
能

「
小
畑
万
歳
」。３
人
組
が「
め
で

た
い
」と
祝
い
な
が
ら
、そ
の

土
地
の
風
土
や
行
事
な
ど
を

盛
り
込
ん
だ
即
興
ネ
タ
に
よ

り
観
客
を
笑
い
に
誘
い
ま
す
。

鼓
を
打
ち
な
が
ら
お
ど
け

る「
才
蔵
」。左
に
は
、烏
帽
子

に
羽
織
袴
の「
太
夫
」が
、「
ま

だ
ら
と
！（
ま
だ
ま
だ
続
き
ま

す
よ
、と
い
う
意
）」と
合
い
の

手
を
入
れ
、右
で
は
三
味
線
弾

き
が
演
奏
し
ま
す
。

こ
の
度
、小
畑
万
歳
が
２
年

８
カ
月
ぶ
り
に
復
活
し
ま
し

た
。小
畑
万
歳
の
歴
史
は
、昭

和
９
年
、安
栖
里
区
で
行
わ
れ

た
耕
地
整
理
の
竣
工
式
で
の

祝
賀
公
演
が
は
じ
ま
り
と
い

わ
れ
て
い
ま
す
。平
成
12
年
に

は
小
畑
万
歳
保
存
会
が
結
成

さ
れ
、平
成
13
年
に
、京
都
府

の
無
形
民
俗
文
化
財
に
登
録

さ
れ
ま
し
た
。４
代
目
の
隅
山

昇
さ
ん
、正
田
哲
也
さ
ん
、山

根
和
久
さ
ん
が
、大
切
に
演
じ

伝
え
て
き
ま
し
た
。

し
か
し
、令
和
３
年
に
正
田

さ
ん
、令
和
４
年
に
山
根
さ
ん

が
相
次
い
で
亡
く
な
り
、小
畑

万
歳
は
ス
テ
ー
ジ
に
立
て
な

く
な
り
ま
し
た
。

令
和
５
年
の
秋
、小
畑
万
歳

復
活
へ
向
け
て
動
き
出
し
ま

し
た
。一
度
引
退
を
し
た
３
代

目
の
梅
原
主
次
さ
ん
と
、４
代

目
の
隅
山
さ
ん
が
、渡　

拓
憲

さ
ん
を
誘
い
ま
し
た
。

新
し
い
３
人
組
が
誕
生
し
、

公
民
館
で
稽
古
が
再
開
し
ま

し
た
。「
受
け
継
が
れ
て
き
た

小
畑
万
歳
、な
ん
と
か
せ
な
あ

か
ん
」。メ
ン
バ
ー
の
想
い
で

復
活
し
た
小
畑
万
歳
。夜
の
公

民
館
か
ら
、練
習
に
励
む
声
と

三
味
線
の
音
色
が
響
き
ま
す
。

才
蔵
役
に
は
ベ
テ
ラ
ン
の

梅
原
さ
ん
が
、太
夫
役
に
は
隅

山
さ
ん
が
担
い
ま
す
。新
入
り

の
渡　

さ
ん
は
三
味
線
を
弾

き
ま
す
。渡　

さ
ん
は
、陽
気

な
キ
ャ
ラ
が
持
ち
味
で
、将
来

は
才
蔵
役
と
し
て
期
待
が
寄

せ
ら
れ
て
い
る
の
だ
と
か
。

小
畑
万
歳
の
歴
史
は
ま
だ
ま

だ
、こ
れ
か
ら
。ま
だ
ら
と
！
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と
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小畑万歳の3人に復活を遂げた想いを
聞きました。

小畑万歳のあゆみ

江戸時代、播磨の加西地方から、お正
月になると三人組の旅芸人がやってき
て、家々を周り万歳を披露していました。

しばらくして、旅芸人の来訪が遠のき
ましたが、小畑区の民家にその衣装と鼓
が残っていました。
この時発見された素襖（着物）は太夫
が現在も着用しています。

「衣装を着て万歳やってみよかいな」。
区民の寄り合いで万歳をやってみること
になりました。

安栖里区で行われた耕地整理の竣工
式での祝賀公演として披露。ご当地の名
所や産物などを即興で織り込む万歳
で、大勢に笑顔を届けました。

江
戸
時
代 ―

昭
和
９
年 ―

三味線

渡邉 拓憲さん
小学校の頃からお調子者で、小畑万歳
はギャグにも使っていました。父も
２代目としてお世話になっていた
ので、引き継いで、残していかな
ければならないと思い参加し
ました。いまは三味線の特訓
中です。

わた    なべ       たく    のり

太夫

隅山 昇さん
すみ    やま      のぼる

先代の想いと、地域の誇りを胸に守り継がれる小畑
万歳。これからも、まちのめでたいことを喜びあ
い、朗らかな笑顔を届けます。

小畑万歳の公演情報
道の駅「和」伝統芸能常設館にて
10月26日（土） 午後1時30分

ね  

か
ず 

ひ
さ

わ
た 

な
べ
た
く 

の
り

う
め
は
ら
も
と 

つ
ぐ

亡くなった正田くんと山根くん
とは同年代で、小
さい頃から一
緒に遊び、楽し
い思い出ばかり
がよみがえって
きます。2人とも、
地域に貢献したい

という想いが強かったので、その
想いを引き継いでいきたいです。

３代目に就任以来、途切れながらも今回
の復活にこぎつけました。現在は、人と
の対話が薄れていますが、みんなで集
まって一つのことに励むということ
を大切にしながら小畑万歳を守って
いきたいです。

うめ    はら       もと     つぐ

才蔵

梅原 主次さん

す  おう

の
ぼ
る



京丹波町にお住いの皆さんが健やかに幸せに「健幸」で暮らせるように・・・。
国保京丹波町病院では、病気になる前の「予防医療」を大切に
病気を患ってからもその人なりに幸せに暮らせるよう「地域包括ケアシステム」を
充実し町民一人ひとりの健幸Wellness―ウェルネス―を目指しています。膠原病とはどんな病気かご存

知ですか。初めて聞く方や、聞い

たことはあってもどんな病気か

よくわからない方が多いのでは

ないでしょうか。

膠原病とはひとつの病気を指す言葉で

はなく、関節リウマチ、全身性エリテマ

トーデス、強皮症など「免疫」に関連する

いくつかの病気の総称です。

膠原病の症状は関節の痛みやこわば

り、皮膚の紅斑や紫斑、レイノー現象（指

先が冷えたときに真っ白になる）、体重減

少、筋力の低下、全身の倦怠感などがあり

ますが、体中のどこにでも症状が現れる

可能性があります。その理由には「免疫」

がかかわっています。

Wellnessコラム

毎年のように「今年も暑くなるので熱中症に注意

しましょう」、と報道されています。

5月から9月の間に救急搬送される熱中症の患者

さんは約10万人、亡くなる方が約700人とされてい

ます。

熱中症の発生場所は4割が住居や居住場所、3割

が道路や交通施設であり、そのうち5割以上が高齢

者です。

予防として冷房などを適切

に使って屋内の環境にも注意

することや、のどが渇く前から

こまめに水分をとることも大

切です。

また、コロナをはじめとした

感染症や脳卒中など他の疾患の可能性もあり得ま

すので、ちょっとおかしいぞ、と思われた時には受診

されたほうがいいかもしれませんね。

かき     た               ひで    はる

垣田　秀治院長

院 長 先 生 の

い き い き 健 康 術

膠原病ってどんな病気？

国保京丹波町病院　　水曜日の内科一般外来
和知診療所　月、火曜日の内科一般外来　担当

北出 浩太郎　医師
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～健幸～生き活きウェルネスコーナー

けん こう

ヒトの体は自分自身と、菌やウイルスといった異

物の違いを認識することができ、この異物を排除

する機能のことを「免疫」と言います。まれに、この

免疫にエラーが起きて自分自身を異物として認識

して排除しようとしてしまうことがあります。こうし

た反応を「自己免疫反応」と言います。自己免疫反

応により全身に症状が出る病気のことを総称して

「膠原病」と呼びます。免疫は体のどこにでも備

わっている仕組みなので、免疫にエラーが生じる

膠原病では、体のどこにでも症状が出る可能性が

あります。

膠原病は早く発見して治療することで通常の生

活を送ることができるようになってきていますが、

まれな病気であり、また症状も他の病気と似ている

ため、発見が遅くなることも少なくありません。診断

のためには血液検査などで免疫について詳しく検

査する必要があります。気になる症状があるときは

医師に相談して検査を受けてみてください。　

今年も暑い!!

・症状が軽い時は
風通しがよく涼しいところで横になり首元を

緩めて脇や首のあたりを冷却する、経口補水

液やスポーツ飲料を飲むなどの対応で改善

します。

・水分も摂れない、ぐったりしている
などの時には
迷わず救急車を呼ぶようにしてください。

きた   で      こう   た   ろう
こう    げん    びょう

こう はん し  はん
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京丹波
文化伝承

よも まや 話 12

「文化伝承よもやま話」と題して京丹波町の魅力ある文化財や
地域に残る伝承など古き良き京丹波を紹介します。

『岩屋山 千手寺 木造千手観音立像』
妙楽寺区にある千手寺は、寺伝によると今から約1300年前の奈良時代に高僧行基菩薩が開
創し、修験開祖役行者8代目の弟子にあたる西願上人が延暦2年（783年）に三ノ宮大岩屋に、
本尊に木造千手観音立像を安置し、伽藍を建立したと云われています。平安時代中頃、丹後大
江山に住む酒呑童子を討伐する際、源頼光がこの地に立ち寄り、大岩屋に籠って怨敵退散を祈
願し、見事退治したという伝説も残っています。
後に、時期は定かではありませんが大洪水のため現在の妙楽寺まで押し流されてきたと云わ
れ、延宝6年（1678年）京都府亀岡市宮前町金輪寺の中興第5世晃遍の弟子である福寿院に
よって観音堂（安土桃山時代の建物の特徴がある）が建立されたそうです。
この観音堂に安置される木造千手観音立像は、均整の取れた姿、抑揚を抑えた穏やかな肉親
部などから平安時代後期の作品と推定され、京都三十三間堂の仏像と共通した特色がみられ
る優れた仏像であり、昭和63年に旧瑞穂町指定文化財に、その後の調査で令和2年3月に京都
府暫定登録文化財に登録されました。
地域の方々に長年大切にされてきた仏像ですが、近年は表面の漆箔が浮き上がり、剥落が進
み、宝鉢手や脇手、天衣の取り付けが緩み、脱落の危険があるため、公益財団法人三菱財団、京
都府、京丹波町の補助金を活用し、今年から2か年計画で美術院（文化財修理の専門機関）にて
保存修復作業が行われます。この修復作業は当初の仏像制作から過去の補修まで、そこに生か
された知恵や技術などを知ることができ、当時の歴史や文化を現在に伝える貴重な機会となる
とともに地域の方々の思いも後世へと伝えていく意義深いものとなります。

（参考文献）『郷土誌三ノ宮』ほか

問：社会教育課　℡84－0028千手寺 木造千手観音立像

いわ       や      さん　　せん     じゅ      じ　　　もく     ぞう     せん     じゅ    かん     のん   りゅう    ぞう

非公開

【仏像背面部】全体的
に漆箔が浮き上がり
はがれ落ちている部
分もあります。脇手も
取り付けが緩んでい
ます。

【美術院へ搬送するた
め梱包される様子】搬
送日（6/15）は、たくさ
んの地域の方々が見
送りに来られました。

ぎょう き

えんのぎょうじゃ さい  がんしょうにん

しゅ てん どう   じ

みや ざき ちょうきん りん   じ こう へん

しっ  ぱく はく らく

京丹波町図書館  9月のイベント

京丹波町図書館

「火の鳥 」
手塚 治虫 原作　鈴木 まもる 文・絵／金の星社

地球にはたくさんのいのちが
生きています。火の鳥が、いのち
のふしぎ、生きることの大切さ、地
球の大切さを伝えます。手塚治虫
の最高傑作「火の鳥」初の絵本。

 「 えほんとりっぷ」
ふわはね 著 ／世界文化社

絵本と人に出会う旅をしてみません
か? 絵本講師ふわはねが、絵本専門店、
絵本カフェ、絵本美術館、図書館など、
全国の絵本屋さん130軒&周辺さんぽ
スポットを紹介します。

おすすめの本

イベント情報 https://www.lics-saas.nexs-service.jp/kyotamba/webopac/inform.do

◀
京丹波町
図書館イベント
情報はこちら

※日曜は、こだち図書以外休館です。また、月曜、祝日および毎月最終木曜
日は、全館休館です。その他、臨時休館などのお知らせは、京丹波あんし
んアプリで配信します。

イベント

京丹波町図書館への問合せ

中央館（京丹波町中央公民館2階）
午前9時～午後5時　℡82-0255

こだち図書（役場本庁舎1階交流ラウンジ内）
火・水・金　午前9時～午後7時　
木・土・日　午前９時～午後5時　℡82-3850

瑞穂分館（山村開発センターみずほ１階）
午前9時～午後5時　℡88-0506

和知分館（和知ふれあいセンター1階）
午前10時～午後6時　℡84-2081

お知らせ
大型絵本の貸出について　　　　
京丹波町図書館では、町内で読書ボランティア活動をする団体
等を対象に大型絵本の貸出を行っています。貸出期間は1週間
です。利用の際は、事前に本の予約をお願いしていますので、中
央館までお問合せください。

☆よっちゃんの紙芝居　和知分館
9月14日（土）午後1時30分～ 
創作紙芝居師 小川 よしのりさんによる紙芝居の上演です。

☆音読の会　中央館
9月18日（水）午後1時30分～午後2時30分
事前申込制　定員10人
昔話や詩歌などをみんなで声に出して読む会です。

☆ちいさいこのおはなし会　中央館
9月25日（水）　午前10時30分～11時　乳幼児向け
手遊びや紙芝居、絵本の読み聞かせなどを行います。

企画展示

☆図書館DE美術館　瑞穂分館
9月3日（火）～9月28日（土）の開館日  
アート本を展示します。

☆日本文学への誘い　夏目漱石　こだち図書
9月1日（日）～11月26日（火）
夏目漱石の作品を集めた本の展示です。

新聞を閲覧できます
　こだち図書では、新聞コーナーを設置し
ています。ご自由にお読みください。
（保管期間は3カ月、館内閲覧のみ）

京丹波町の『絵本ちゃん』も
掲載されているよ。

紙芝居の楽しさを「よっちゃんの紙芝居」　
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・京都新聞 ・朝日小学生新聞
・朝日新聞 ・朝日中高生新聞
・毎日新聞 ・読売KODOMO新聞
・日本経済新聞 ・The Japan Times Alpha

(全8社）

7月13日（土）、瑞穂分館で創作紙芝居師 小川よしのりさんによる
「よっちゃんの紙芝居」がありました。今回は、瑞穂地域の風景写真を
使った保護猫がテーマの新作紙芝居を披露していただきました。身近
な場所の写真や小川さんの迫力ある声の演技に、会場の方々は、おはな
しの世界に引き込まれていました。
次回は、9月14日（土）に和知分館で上演予定です。

お  がわ

おお いわ   や

千手寺

478

173

三ノ宮郵便局

三ノ宮農村公園

妙楽寺

高屋川

26



平日の日中に来庁が困難な方は、この機会をご利用
ください。
●窓口開設日
住 民 課　9月5日（木）、19日（木）
瑞穂支所　9月12日（木）
和知支所　8月22日（木）、9月26日（木）

※毎月第1・3木曜日に住民課、第2木曜日に瑞穂支所、第
4木曜日に和知支所で開設（祝日除く）。
●開設時間　午後5時30分～午後7時
●取扱内容　
・マイナンバーカード交付
・マイナンバーカード電子証明書更新、暗証番号初期化
・証明書交付（住民票の写し、住民票記載事項証明書、
印鑑登録証明書）
・印鑑登録
※原則予約不要。ただし、マイナンバーカード交付通知書
（はがき）に記載の交付場所と異なる窓口でのカード交
付を希望される方は、開設日の前々日（閉庁日除く）ま
でに予約してください。

※マイナンバーカードの関係事務は、本人の来庁に限ります。
※マイナンバ－カード交付申請サポートは行なっていま
せん。申請サポートを希望される方は、平日の開庁時間
内（午前8時30分～午後5時15分）に住民課または支所
へお越しください。

※広域交付住民票、戸籍関係、税関係の証明書などは発
行できません。

※住民異動届（転入・転出など）や健康保険の届出、町税
の納付などはできません。

問・予約：住 民 課　℡82－3803
瑞穂支所　℡86－0150
和知支所　℡84－0200
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税・案内

お知らせ版広報
京丹波

可燃ごみ(生ごみ)収集日
2日（月）、5日（木）、9日（月）、12日（木）、16日（月・祝）、19日（木）、23日（月・祝）、26日（木）、30日（月）

丹波地区1
丹波地区2
丹波地区3
丹波地区4
瑞穂地区1
瑞穂地区2
瑞穂地区3
瑞穂地区4
和知地区1
和知地区2
和知地区3

ビニール類
ペットボトル

紙パック／雑がみ
ダンボール／新聞・雑誌

ビン／ガラス
陶磁器類／電池

金属／家電
アルミ／粗大ごみ

有害ごみ／蛍光灯
鏡ほか

2日（月） 17日（火） 18日（水） 5日（木）

5日（木） 20日（金） 25日（水） 6日（金）

2日（月） 17日（火） 18日（水） 10日（火）

5日（木） 20日（金） 25日（水） 3日（火）

30日（月）
27日（金）
26日（木）

9月のごみ収集日のご案内　̶ 混ぜればごみ 分ければ資源 資源を大切に ̶

町税などの納期限

マイナンバーカード等交付夜間窓口

収集日当日の午前8時30分までに指定の集積場へ出してください。

納期限：9月2日（月）

●町府民税（第2期分）
●国民健康保険税（普通徴収・第5期分）

　問：税務課　℡82－3802

●後期高齢者医療保険料（普通徴収・第2期分）

　問：住民課　℡82－3803

●介護保険料（普通徴収・第3期分）

　問：福祉支援課　℡82－1800

●水道料金8月分（7月使用分）
●下水道使用料8月分（7月使用分）

　問：上下水道課　℡83－9105

納税は納期限までに済ませましょう。納期限を過
ぎると、督促手数料および延滞金が加算されます。な
お、未納の税で納期限から一定期間経過したものは、
広域連合「京都地方税機構」において徴収業務を行
います。

̶

̶

̶

̶

̶

̶

̶

！ アドバイス

①心当たりのない料金請求は無視
大手通信事業者が電話で会員サイトやアプリの料金を請求することはありません。
相手にせず無視をしてください。

②国際電話番号を使った架空請求に注意
不審な電話には対応せず、かけ直さないようにしてください。
海外との電話が不要であれば着信を休止することもできます。

③電子マネーでの支払い要求は詐欺の手口
電子マネーのカード番号を教えてしまうと、後で詐欺と気付いても取り戻すことは困難です。

④公式ウェブサイトを確認
電話の内容をそのまま信用せず、自身で連絡先を調べ、注意喚起の掲載がないか
確認してください。

⑤不安な時は、警察や消費生活相談窓口に相談
慌てて一人で判断せずに、警察や消費生活相談窓口に相談してください。

国際電話番号などで、大手通信事業
者を名乗る自動音声電話がかかって
きたり、留守番電話のメッセージで折
り返しの電話を要求されたりした。

事例1

自動音声に従って携帯電話を操作
したり、留守番電話に折り返しの電話
をしたりすると、事業者に電話がつな
がり、会員サイトやアプリの利用料金
が未納だと言われた。

事例2

料金を支払わないと「裁判になる」
「法的処置をとる」と言われた。

事例3

事業者をかたって未納料金を請求する電話に注意！

くら し の ガ イ ド

実在する大手通信事業者をかたり、身に覚えのない料金を請求されるという詐欺的な手口が増えています。
自動音声ガイタンスでの誘導アナウンスや、留守番電話で折り返し連絡するような指示をします。このような料
金請求のほかに、個人情報を聞き出す事例もあります。

京丹波町では、消費生活に関する相談や情報提供をお受けしています。
※メールでの相談はお受けしていません。

相談日：水・木曜日
午前9時30分～午後4時

京丹波町住民課内　℡：0771－82－3803　

相談日：月・火・金曜日
午前9時～午後4時

南丹市商工課内　℡：0771－68－0100　

一人で悩まず
気軽に利用
してください。

相談される曜日で
連絡先を

ご確認ください。

『消費生活相談窓口』

休止休止
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【京丹波町病院】℡86－0220

【京丹波町病院質美診療所】℡86－0586

※都合により担当医師が変更になる場合があります。あらかじめご了承ください。

○受付時間：（初診）午前8時30分～11時30分　（再診）午前7時～11時30分
○診察時間：午前9時～（午後の内科予約診察、皮膚科、第2火曜日の精神神経科は上記表記載のとおり）
○急患の場合、必ず事前の連絡をお願いします。
○○受は受付時間、○診は診察時間

○診察日は、毎週木曜日の午後です。 ○受付時間：午後1時～3時30分 ○診察時間：午後1時30分～4時

○診察時間：午前9時～正午／午後1時～4時30分
○予約での診察になりますので、事前に電話連絡をお願いします（急患の場合も含む）。

中嶋　諒
（総合内科）

第2土曜日
中嶋　諒（総合内科）筧　侑典

（府立医大／
循環器）

横井大祐
（府立医大北部
医療センター／
総合内科）

北出浩太郎
（総合内科）

井上弘之
（府立医大／
膠原病・リウマチ）

垣田秀治
（総合内科）

第4土曜日
齊藤隼一（総合内科）
第4土曜日
垣田秀治

（総合内科）

垣田秀治
（総合内科）

垣田秀治
（総合内科）

中嶋　諒
（総合内科）

中嶋　諒
（総合内科）

竹浦信明
（府立医大）

井上弘之
（府立医大／
膠原病・リウマチ）

柳田拓也
（府立医大／
内分泌・膠原病）

担当医 山岡延樹
（消化器） 担当医 担当医

担当医 近藤博章
（府立医大）

井上　聡
（府立医大）

第1木曜日
足立尚弥（福知山市民）
第3木曜日

荒田健太（福知山市民）

第1・第3・第5木曜日
三野耕平（府立医大）
第2・第4木曜日
内藤優樹（府立医大）

第2火曜日
石川雅裕（東舞鶴医誠会）
（○受：午後1時～2時30分
○診：午後1時30分～）

精神神経科
（物忘れ外来）

（第2火曜日・第2土曜日）

小児科予防接種
（予約制）

小児科

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日 土曜日

皮膚科
（第1・第3木曜日）
（○受：午後1時～3時30分
○診：午後2時45分～）

整形外科

外科

予約診察
（午後）

（○診：午後1時～）

予約診察
（午前）

一般外来

内
　
科

齊藤隼一
（総合内科）

齊藤隼一
（総合内科）

前田武昌
（消化器）

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日
総合内科

小藤和孝
（明治国際医大）

渡辺和徳
（府立医大）

第1・第3・第5木曜日
三野耕平（府立医大）
第2・第4木曜日
内藤優樹（府立医大）

第2土曜日
竹下直樹（府立医大）
第4土曜日

井上　聡（府立医大）
第2土曜日

竹下直樹（府立医大）
第4土曜日

井上　聡（府立医大）

第2土曜日
石川雅裕

（東舞鶴医誠会）

院長＝垣田秀治

所長＝齋藤隼一

齋藤隼一

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

歯　科 担当医 担当医

土曜日

担当医三浦博人 三浦博人
濵岡秀樹

【京丹波町病院和知診療所】℡84－1112

○受付時間：午前8時30分～11時30分(受付順番表は午前7時から記入できます。）
○診察時間：午前9時～（毎週月曜日の夜間診察、火曜日午前外科の診療時間は上記表記載のとおり）
○夜間診察（内科）の受付時間：午後3時～6時30分（毎週月曜日（祝日を除く））

月曜日 火曜日 水曜日 木曜日 金曜日

内科
（午前）

所長＝庄林　智

庄林　智
（外科一般）

前田武昌
（外科一般）
（午前10時～）

林　大智
(明治国際/
整形外科）

北出浩太郎
（総合内科）

中嶋　諒
（総合内科）

第1･第3･第5金曜日
鹿野　燎（府立医大）
第2･第4金曜日
米田麻里（府立医大）

内科
（夜間診察）

外科・整形外科
(午前）

中山美央
（府立医大/
内分泌・膠原病）

担当医
（午後5時30分～）

北出浩太郎
（総合内科）

【京丹波町病院和知歯科診療所】℡84－1154 所長＝三浦博人

濵岡秀樹

各施設の敷地内は全面禁煙となっております。ご理解とご協力をお願いいたします。

町立医療施設の診療体制 令和6年7月1日現在 ごみは分別して正しく出しましょう

廃棄物を適正に処理せず、みだりに道路や山林、空
き地など（自分の占有地、管理地を含む）に捨てたり埋
めたり焼却したりする行為（不法投棄）は、法律で禁止
されており、5年以下の懲役もしくは１千万円以下の罰
金に処され、またはこれを併科されます（法人の場合
は、3億円以下の罰金）。
また、通常のごみを出す場合でも、故意に分別しな

かったり、対象とならないごみを出したりする行為は、
不法投棄となる場合があります。
不法投棄（ポイ捨て）をすることにより、地域の景観

を損なうだけでなく、さらなる不法投棄を誘発したり、
土壌や地下水、河川が汚染されるなどの環境問題につ
ながります。
ごみは、分別して決められた日に決められた場所へ

出しましょう。
※自分の土地にごみなどを不法投棄された場合は、最終
的には土地所有者自らの責任で適正に処理しなければ
なりません。日頃から土地の草刈りや周囲に柵を設置す
るなど、ごみを捨てられない環境を作ることが大切です。

　問：船井郡衛生管理組合　℡0771－42－3425
住民課　℡82－3803

住宅の敷地内に植えられた庭木や生垣または個人が
所有する山林の樹木や竹の枝葉などが、境界を越えて
道路上にはみ出していると、歩行者や自動車の通行に支
障をきたしたり、道路標識やカーブミラーを覆うことに
より、交通事故発生のおそれがあります。
道路上にはみ出した樹木などの枝葉により交通事故

が誘発された場合は、樹木の所有者に賠償責任が問わ
れることがあります。
※民法第717条　土地の工作物等の占用者及び所有者

の責任
※道路法第43条   道路に関する禁止行為

道路沿いの所有されている樹木などで、道路の通行
に支障をきたすことが予想される場合は、事前に伐採
をお願いします。
なお、緊急の場合は、道路通行の支障となる樹木や竹

の枝葉などを予告なく伐採・撤去することがあります。

問：土木建築課　℡82－3806

道路上に張り出している樹木など
伐採をお願いします

詳しくはこちら

ボランティアとしての要配慮者への関わり方や支援
方法を学びます。
●日　　時　10月5日（土）　午後1時30分～3時

（午後1時開場　受付開始）
●場　　所　花ノ木医療福祉センター　多目的室
●対　　象　ボランティア活動に興味関心のある方
●講　　師　京都府社会福祉協議会 地域福祉・

ボランティア振興課　黒田 昌一氏
高齢サポート沓掛（福）洛西福祉会
京都市沓掛地域包括支援センター
山口 貴也氏

●定　　員　定員50人（事前申込要、申込先着順）
●申込締切　9月20日（金）必着
●申込方法
花ノ木のホームページから申込書をプリントアウト
して、花ノ木へ持参・郵送・FAX・メールなどでお申
し込みください。メールでのお申し込みの際は、件
名「情報発信事業参加申し込み」としていただき、名
前（ふりがな）・所属（職種）・連絡先（電話番号、メー
ルアドレス）を明記してください。

問・申込
花ノ木医療福祉センター　俣野・西村
℡0771－23－0701
℻0771－22－8348
Email：hananoki@chive.ocn.ne.jp

花ノ木医療福祉センター ボランティア講習
きこえと補聴器の相談会の開催

社会福祉法人 京都聴覚言語障害者福祉協会によ
る「きこえと補聴器の相談会」が下記のとおり開催さ
れます。
●相談内容
きこえの相談：福祉機器・福祉制度などの相談
補聴器の相談：補聴器の調整・修理・電池交換・

購入・試聴などの相談
聴 力 測 定：予備検査程度の簡単な聴力測定

●開催日時・会場
9月25日（水）　午後1時～3時
京丹波町役場　1階　防災会議室
10月23日（水）　午後1時～3時　美山文化ホール

●対象
京丹波町・南丹市や近隣にお住まいの難聴者・中途
失聴者、そのご家族など障害者手帳は無いが、きこ
えにくい方や補聴器を必要とされている方

●相談料
無料（ただし、補聴器修理費用・電池代などは実費
負担です）

※きこえの相談と聴力測定は、事前予約が必要です。
※障害者手帳・補聴器をお持ちの方は持参してください。
※言語聴覚士による相談をご希望の方は、下記までお問
い合わせください。

　問・予約：ふない聴覚言語障害センター
℡0771－63－6447
℻0771－63－6448
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子育て

発達支援事業

●乳児前期・後期健康診査
9月17日(火)　午後0時45分　瑞穂保健福祉センター

●3歳児健康診査
9月24日(火)　午後0時45分　瑞穂保健福祉センター
●妊婦・乳幼児相談
9月6日(金)　午前10時　京丹波町子育て支援センター
●離乳食教室　中期・後期（要予約）
9月25日（水）　午前9時45分　瑞穂保健福祉センター
●ベビーマッサージ教室（要予約）
9月11日(水)　午前10時　京丹波町子育て支援センター

●マタニティ・産後ヨガ教室
9月13日(金)　午前10時　京丹波町子育て支援センター

※当日参加の事業については、
　事前にお問い合わせください。

問・予約：健康推進課
℡86－1800

すくすくカレンダー

こどもの居場所づくり学習会

京丹波町母子寡婦福祉会では、町内にお住まいの
ひとり親家庭、または学習支援が必要な小学3年生か
ら6年生を対象に学習会を開催します。
母子寡婦福祉会の会員・非会員は問いません。

●時　間　午前10時～11時30分
●場　所　京丹波町中央公民館　２階
●参加費　無料
●持ち物　筆記用具、宿題や教材、飲み物

問・申込：福祉支援課　℡82－1800

開催日
9月14日（土）
9月28日（土）

申込期日
9月6日（金）
9月20日（金）

インスタグラムはこちら

お子さまのことで気になることなどがありましたら、
お気軽に健康推進課までお問い合わせください。
●すくすく相談（作業療法士）
9月11日（水）午後　9月25日（水）午後

●たんぽぽ相談（臨床心理士）
9月24日（火）午前　9月25日（水）午前・午後

●思春期相談（公認心理師）
9月25日（水）午後

※無料、要予約
※日時は健康推進課にお問い合わせください。

問・予約：健康推進課　℡86－1800

目の健康講座の開催

「京都府要約筆記者養成講座（前期）」
参加者の募集

要約筆記とは、音声を手書きやパソコンの文字にし
て表し、聞こえない・聞こえにくい人と聞こえる人との
意思疎通を支援するものです。
●開催コース　手書きコース、パソコンコース　
●日時　共通講座

10月20日（日）、11月2日（土）、17日（日）
手書きコース
1月18日（土）、2月1日（土）、22日（土）
パソコンコース
1月11日（土）、26日（日）、2月23日（日）

※上記以外にWEB配信による自宅学習あり
時間は各講座午前10時30分～午後4時30分
●会場　共通講座、手書きコース　

京都府聴覚言語障害センター
（城陽市寺田林ノ口11番64）
パソコンコース
京都市聴覚言語障害センター
（京都市中京区西ノ京東中合町2番地）

●対象
前期課程修了後、引き続き後期課程を受講、修了後
は認定試験を受験して京都府に登録し活動可能な
方。（住所不問）パソコンコースを希望される方は、
ノートPC（Windows10以上）を持参し、入力速度70
字／分以上の速度で入力が可能であることが必要。

●受講料
無料（ただし、テキスト代4，000円と教材などの一
部自己負担あり）

●申込方法
9月9日（月）～30日（月）午後5時までに下記へ。

問・申込：京都聴覚言語障害者福祉協会
℡0774－30－9000

［子育て支援ルーム開放日］
●京丹波町子育て支援センター
日　　時　火・木・金曜日

午前9時30分～午後2時30分
●各こども園開放日
各こども園の開放日、時間や場所などの詳細は、子育
てるんるんカレンダーをご確認ください。

［にこにこひろば］
●「絵本で遊ぼう」
日　　時　9月10日（火）　午前10時～11時30分
場　　所　和知ふれあいセンター　2階会議室
参 加 料　無料  
申込締切　15組（定員になり次第締切）

●親子でミュージックケア②
日　　時　9月20日（金）　午前10時～11時30分
場　　所　京丹波町子育て支援センター
参 加 料　無料  
申込締切　15組（定員になり次第締切）

［おひさまひろば］(2歳児対象親子通所事業)
日　　時　9月3日(火)・10日(火)・17日(火)・24日(火)

午前9時30分～11時30分
場　　所　京丹波町子育て支援センター

［きらきらひろば］(0、1歳児対象親子通所事業)
日　　時　9月5日(木)・18日(水)

午前9時30分から11時30分(2部制)
場　　所　京丹波町子育て支援センター

※随時参加を受付中。対象者登録制となりますので詳細は
京丹波町子育て支援センターまで。

　問・申込
京丹波町子育て支援センター
（京丹波町豊田シミ98番地）
℡090－1892－2774（直通） 子育てるんるん

カレンダーはこちら

京丹波町子育て支援センターからのお知らせ

虐待防止相談窓口

相談窓口：こども家庭センター　℡86－1120
京都府家庭支援総合センター
℡075－531－9900

●連絡は匿名で行うことも可能です。連絡者や連絡内
容に関する秘密は守られます。
●0120-189-783でもお近くの児童相談所につながり
ます。

※一部のIP電話からはつながりません。
※通話料無料

オンライン里親相談会

京都府では、さまざまな事情により家庭で生活で
きない子どもを育ててくださる里親の募集をしてい
ます。里親の登録や里親制度について関心のある方
を対象とした個別のオンライン相談会を実施してい
ます。
〈オンライン相談会（Zoom）〉
●開催日時　毎月第3金曜日
●相談時間　午後1時～4時

（1人約30分）

問：京都府家庭支援総合センター
℡075－531－9650

里親制度
オンライン相談会

育ての親（里親）になりませんか

京都府では、さまざまな事情により家庭で生活で
きないこどもを育ててくださる里親の募集をしてい
ます。関心のある方はご相談ください。
※お住まいの地域を担当する
　児童相談所が窓口です。

問：京都府家庭支援総合センター
℡075－531－9650

国などの行政サービスに関する困りごとやお尋ね
になりたいことはありませんか。
京丹波町では、総務大臣から委嘱を受けた行政相

談委員が、毎月開催される「くらしの困りごと相談」の
中で行政相談を行っています。
相談は無料で秘密は厳守します。気軽に相談してく

ださい。

問：住民課　℡82－3803
総務省　京都行政監視行政相談センター
℡075－802－1100

9月・10月は「行政相談月間」です

『困ったら　一人で悩まず　行政相談』

里親制度

●日　　時　9月8日（日）　午後1時30分～3時
（午後1時開場）

●場　　所　南丹市八木市民センター
3階文化ホール

●対　　象　京丹波町・南丹市にお住いの方
●講　　演　「アイフレイル予防について」
●講　　師　医療法人正志会　おくざわ眼科医院

奥沢　正紀　院長
●主　　催　京都府視覚障害者協会南丹京丹波支部

問：福祉支援課　℡82－1800

おくざわ      まさのり
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試験・求人

スリーエー（３A）教室

椅子に座って行う体操教室です。
●日時・場所
9月2日（月）　山村開発センターみずほ
9月9日（月）　和知ふれあいセンター
9月10日（火）、24日（火）　役場本庁舎
時間はいずれも午前10時～11時30分　

●参加料　１回100円
●持ち物　お茶、マスク

問：京丹波町地域包括支援センター　℡82－0001

健康体操教室『月2の会』

女性のための相談

6日（金）
①午後0時30分～1時20分
②午後1時30分～2時20分
③午後2時30分～3時20分
※要予約　女性専門相談員が対応します。

予約時にお伝えします。 住民課　℡82－3803

こころの健康相談
12日（木）、26日（木）
午前9時30分～午後0時30分

瑞穂保健福祉センター1階
相談室 健康推進課　℡86－1800

※要予約　もみじヶ丘病院精神保健福祉士が相談に応じます。　※予約の上、電話相談もできます。

不登校・ひきこもり相談
26日（木）
午後1時～4時

瑞穂保健福祉センター1階
相談室

地域活動支援センター　さんぽ
℡86－0062

※要予約　※不登校やひきこもり状態にある方とその家族が対象

※要予約

11日（水）
午後1時～3時くらしの困りごと相談 瑞穂保健福祉センター

京丹波町社会福祉協議会丹波支所
℡82－0126

司法書士による登記・
法律・多重債務相談

7日（土）、21日（土）
午後1時～4時

道の駅「丹波マーケス」
コミュニティホール

京都司法書士会
総合相談センター
℡075－255－2566

住民課　℡82－3803

消費生活相談

無料税務相談

水・木曜日（祝日除く）
4日（水）、5日（木）、11日（水）、
12日（木）、18日（水）、19日（木）、
25日（水）、26日（木）
午前9時30分～午後4時

役場本庁舎

※南丹市の相談窓口も利用できます。  【相談日】月・火・金曜日　午前9時～午後4時
【相談電話番号】0771－68－0100（南丹市商工課内）

※消費者ホットライン　【相談電話番号】（局番なし）188番
いやや！

9月の相談

A 明るく　A 頭を使って　A あきらめない
スリーエー（3A)教室では、認知症の予防や進行予

防に役立つゲームを行います。
●日　時　9月3日（火）、17日（火）

午前10時～11時30分
●場　所　役場本庁舎
●参加料　１回100円
●持ち物　お茶、マスク

問：京丹波町地域包括支援センター　℡82－0001

お知らせ版広報
京丹波

ネット予約は
こちらから

5日（木）、19日（木）
午後1時30分～4時30分
12日（木）、26日（木）
午後1時30分～4時30分

亀岡商工会議所
（ガレリアかめおか内）

園部納税協会1階　会議室

園部納税協会
℡0771－62－0039

※要予約（相談希望日の前週木曜日の午前中まで）
※パソコンによるウェブ会議システムを活用した相談

就労に向けてさまざまな問題を抱え、生活に困窮されている方の相談も受付けています。　※要予約

●株式会社京丹波製作所
(大朴西道ノ下2)　℡0771－88－5221　担当：平川
職　　種　パート作業員（ハーネス組）
賃　　金　1,025円/時間
就労日数　要相談
就労時間　要相談

日時 場所
内容

問

町の雇用対策の一環として、町内事業所などから
情報提供のあったものを掲載しています。求人

3B体操を主として音楽に合わせて、3つの道具（ボー
ル、ベル、ベルタ―）を使って、楽しく身体を動かします。
●日　時　9月12日（木）、19日（木）、26日（木）

時間はいずれも午後1時30分～3時
●場　所　京丹波町健康管理センター
●対　象　町内在住、在勤の40歳以上
※要予約（初回参加の方）

問・予約：健康推進課　℡86－1800

リフレッシュ体操教室

お店で販売されている食品の内容量が、正確に計
量・表示されているか検査してみませんか？普段購入
されている食品の計量・表示について、改めて考えて
みる機会として、ぜひご参加ください。
●日　　時　10月16日（水）　午後1時～3時30分
●場　　所　南丹広域振興局園部総合庁舎

別棟 ABC会議室
（南丹市園部町小山東町藤ノ木21）

●対　　象　南丹市・亀岡市・京丹波町在住の方
●定　　員　10人（先着順）
●検査商品　持参（当日、お住まいの市町内のお店で

購入いただいたグラム表記された食品）
※商品購入費用について、1世帯あたり3,000円まで京都
府計量検定所が負担します。

※検査後の商品はお持ち帰り
　いただけます。
●申込方法　京都府計量検定所

ホームページの
申込専用ページ

●申込期間　９月10日（火）～26日（木）
※保育ルーム設置（予定）（対象：生後6か月～就学前まで）

問：京都府計量検定所
℡075－441－8335　℻075－441－8336

計量教室（試買検査）の参加者募集

良い政治の基礎である選挙が明るく正しく行われ
るよう、「明るい選挙の推進」をテーマとしたポス
ター・標語を募集します。
明るい選挙啓発ポスター
●規　　格　画用紙の四つ切（542㎜×382㎜）、

八つ切（382㎜×271㎜）もしくは
それに準じる大きさ（色彩は自由）

●対　　象　府内在住の方　※1人1点自作のもの
●応募方法　京丹波町選挙管理委員会に提出
●応募期限　9月6日（金）必着
※「児童・生徒の部」も実施しますので、小・中学生と高校
生は、学校を通じて京丹波町選挙管理委員会に提出して
ください。
明るい選挙啓発標語
●規　　格　本庁・支所に備え付けの用紙
※対象者、応募方法および応募期限は、ポスターと同じ。

問：京丹波町選挙管理委員会・京丹波町明るい
選挙推進協議会事務局（総務課）　℡82－3800

明るい選挙啓発ポスター・標語作品募集中

すぐ買える　当たりがわかる
クイックワン
宝くじ公式サイトで発売中！
https://www.takarakuji-
official.jp/
この宝くじの収益金は、私たちの街の公共事業な

どに役立てられています。

問：公益財団法人　京都府市町村振興協会

インターネット専用宝くじ クイックワン

 教員の魅力、やりがいを現場目線でお伝えする
「教員魅力発信講座」を開催します。教職に興味をお
持ちの方はどなたでも、無料でご参加いただけます。
また、京丹波町、亀岡市、南丹市の公立小・中・義務教
育学校で講師として勤務いただける方を募集してい
ます。詳細、お申し込みはいずれもホームページをご
確認ください。
●日　　時　10月12日（土）　午後1時～4時30分
●場　　所　サンガスタジアム by KYOCERA

問：京都府南丹教育局学務課
℡0771－62－0372
HP：https://www.
kyoto-be.ne.jp/nantan-k
/cms/?p=3159

教員魅力発信講座を開催します

ホームページはこちら

申込専用ページ

ホームページはこちら



お知らせ版広報
京丹波道の駅「和」道路情報センター「伝統芸能常設館」の

定期公演・発表会および展示コーナーについてご案内
します。
　定期公演・発表会
●8月定期公演なし
●9月28日（土）　開演　午後1時30分
【伝統芸能】和知人形浄瑠璃会

和知太鼓保存会
【文化サークル】なみすい～京丹波吹奏楽団～

　展示コーナー
●8月　　写友ちくば　写真展
●9月　　墨書会

問：道の駅「和」　℡84－1008

伝統芸能常設館からのご案内

文化・スポーツ

●第22回　グラウンド・ゴルフ交流会
日　時　9月5日（木）　午前9時45分開会
場　所　グリーンランドみずほ　グラウンド・ゴルフ場
参加料　500円
内　容　3ラウンド24ホールストロークマッチ個人戦

（天然芝赤青黄コース）
定　員　144人
※事前予約制

●卓球・バドミントンを楽しむ日
日　時　9月3日（火）、10日（火）、17日（火）

午前9時～正午
場　所　グリーンランドみずほ　体育館
参加料　300円
申　込　当日受付
※ラケット・ボールレンタル無料
※体育館シューズ持参

問：グリーンランドみずほ　℡86－1512

グリーンランドみずほからのお知らせ
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丹波自然運動公園からのお知らせ

　スポーツ事業
　教室
●グラウンド・ゴルフのつどい
日　時　9月6日（金）（月例大会）、20日（金）

午前9時～11時45分
場　所　球技場
対　象　どなたでも
参加料　300円
内　容　グラウンド・ゴルフを楽しむ
申　込　当日受付

●エンジョイテニス（夜間）
日　時　9月2日（月）、16日（月・祝）　午後6時～9時
場　所　テニスコート
対　象　18歳以上
参加料　500円　
申　込　当日受付

●障がい者スポーツのつどい
日　時　9月10日（火）　午後1時30分～3時30分
場　所　体育館
対　象　障がいのある方、介護者およびその家族
参加料　無料
内　容　卓球バレー、ボッチャ、フライングディスク、

グラウンド・ゴルフなど
申　込　当日受付

●レディーススポーツデー
日　時　9月4日(水)、11日(水)、18日(水)、25日(水)

午前9時30分～11時30分
場　所　体育館
対　象　18歳以上の女性
参加料　300円
内　容　健康体操、軽スポーツ　
申　込　当日受付

●エンジョイテニス（昼間）
日　時　9月4日(水)、11日(水)、

18日(水)、25日(水)
午後1時30分～4時30分

場　所　テニスコート（雨天時体育館）
対　象　18歳以上
参加料　400円　
申　込　当日受付

●卓球練習会
日　時　9月5日（木）、19日（木）

午前9時30分～11時30分
場　所　体育館
対　象　どなたでも
参加料　400円　
申　込　当日受付

●太極拳教室
日　時　9月13日（金）　午後2時～4時
場　所　旧宿泊所　会議室
対　象　どなたでも
参加料　500円
内　容　太極拳の基礎を学ぶ
申　込　当日受付

●ヨガ教室
日　時　9月20日（金）　午後2時～3時30分
場　所　研修室
対　象　どなたでも
参加料　700円
申　込　当日受付

●ツリークライミング教室
日　時　9月23日（月・祝）　①午前10時～

②午後12時15分～　③午後2時～
（体験時間　約90分）

場　所　こどもの広場
対　象　小学生以上
参加料　2,000円
定　員　各回10人
内　容　専用のロープを使って大きな木に登ります。
申　込　8月23日（金）～9月23日（月・祝）

※空き状況により当日受付可

大会
●第76回　グラウンド・ゴルフ大会
日　時　9月27日（金）　午前9時～
場　所　陸上競技場・補助競技場
対　象　どなたでも
参加料　2,000円（お弁当・お茶付）
定　員　336人
申　込　8月27日（火）午前9時～

FAX、メール、はがきで受付（団体申込可）

丹波自然運動公園からのお知らせ

　イベント
●いとまrché（イトマルシェ）
日　時　9月19日（木）　午前11時～午後4時
場　所　正門横駐車場（予定）
入場料　無料　
内　容　手作り品などの販売、キッチンカーなど

飲食販売
※出店者募集中！詳しくはホームページをご確認ください。

●京都ファミフェス2024 Autumn
日　時　9月21日（土）・22日（日）

午前10時～午後4時頃
場　所　こどもの広場
入場料　無料　
内　容　家族で楽しめるイベント。ワークショップや、

手作り品販売、飲食販売など
●森のバザール
日　時　9月23日（月・祝）　午前10時～午後4時頃
場　所　こどもの広場
入場料　無料　
内　容　おしゃれをキーワードに手作り品などの

展示・販売を行います。キッチンカー出店や
ステージコーナーあり。

　問：丹波自然運動公園
℡0771－82－1045
℻0771－82－0480
E-mail : kouen@kyoto-

tanbapark.or.jp 丹波自然運動公園の
ホームページはこちら

申込：必要事項【住所、氏名（ふりがな）、年齢、電話
番号、参加希望の事業名】を記入の上、下記
の方法でお申し込みください。
・郵送　・FAX　・メール

※当日受付の事業は申込み不要。



自殺予防週間

お知らせ版広報
京丹波

自然との共生を感じる森
わち山野草の森情報コーナー

京 都 府で
は、府内一円
で国内外の
音楽家による
音楽鑑賞す
る機会を創
出する一環と
して、10月に府内5か所（宮津市・舞鶴市・京丹波町・
城陽市・長岡京市）で室内楽コンサートを開催します。
●日時　10月14日（月・祝）

午後2時開演
（午後1時15分開場、午後4時終演予定）　

●場所　役場本庁舎1階　交流ラウンジこだち
●料金　1,200円
※こだちカフェで利用できる600円クーポンを入場時お
渡しします。（有効期限：当日限り、おつりはでません）

※未就学児入場不可

●タイトル：「森の京都」de コンサート
ポール・メイエ（クラリネット）＆クァルテット・インダコ
（弦楽四重奏団） with 中ヒデヒト（クラリネット）
クラリネットの第一人者ポール・メイエと、大阪国際
室内楽コンクールの覇者、クァルテット・インダコが
数々の名曲をお届けします。京丹波町出身のクラリ
ネットの名手、中ヒデヒトが特別出演。美しい木造新
庁舎が特別なコンサート空間に生まれ変わります。
●チケット販売　京丹波町観光協会ほか

問：Music Fusion in Kyoto
音楽祭実行委員会
（京都府文化政策室内）
℡075－414－5140
特設Webサイト
https://music-fusion.kyoto/

Music Fusion in Kyoto音楽祭室内楽コンサート
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【催しのご案内】
◆山野草展示即売　9月7日(土)～16日(月・祝)　
◆秋の山野草展　　9月21日(土)～29日(日）
【園内見ごろ情報】
イトタヌキモ・コマツナギ・ツユクサ・オミナエシ・ハ
ギ・ナンバンキセル・ワレモコウ・カリガネソウなど
【山野草の紹介】
ナンバンキセルはススキなどに
寄生する植物で、草丈も低いので
見つけにくいですが、キセルの形
をした花が咲きます。
開園時間：午前9時～午後5時（入園は午後4時まで）
休 園 日：毎週火曜日（火曜日が祝日の場合は営業、

翌水曜日が休園日）
入 園 料：大人310円、小学生210円
※山野草苗・花苗の販売、寄せ植えや苔玉などの体験教
室などもできます（体験教室は要予約）。
※管理棟、温室までは無料。

　問・予約：わち山野草の森
℡84－2041　℻84－2045
E-mail : sanyasou＠zc.ztv.ne.jp
HP：http://www.zc.ztv.ne.jp/
sanyasou/ わち山野草の森

情報コーナー

●日　時　9月14日（土）　10時～
●場　所　丹波自然運動公園
●対　象　どなたでも参加できる体験教室です。
●参加料　無料
●内　容　ツリークライミング、モルック、

健康測定会、ゲスト企画
（糸井嘉男さん）など

●申　込　8月25日（日）まで

問：（一財）京都府市町村職員厚生会
℡075－411－0084

“ツリークライミング”や“モルック”を体験しよう！

いと い  よし  お

ホームページは
こちら

●日　　時　10月27日（日）　10時45分開始
●場　　所　京丹後市丹後町

経ケ岬から丹後小学校までの
6区間18.5km

●対　　象　京都府内に在住もしくは在勤の
18歳以上の方

●参 加 料　駅伝1チーム：5,000円
マラソン1人：1,000円

●内　　容　駅伝の部
【1チーム6人（補欠2人まで登録可）】
マラソンの部
【6区間18.5㎞を1人で走る】
制限時間：1時間45分　

●申込締切　9月4日（水）17時まで

問：（一財）京都府市町村職員厚生会
℡075－411－0084
HP：https://www.kyoto-
koseikai.or.jp

丹後半島駅伝大会　出場者募集

ホームページは
こちら

特設Webサイトは
こちら

先の大戦で父などを亡くされた戦没者遺児を対象
として、父などの戦没した旧戦域を訪れ、慰霊追悼を
行うとともに、同地域の住民と友好親善を行います。
●実施期間　8月～令和7年3月

（地域によって異なります）
●参 加 費　10万円
●実施地域
［広域地域］
ボルネオ・マレー半島、トラック諸島、パラオ諸島、
西部ニューギニア、カザフスタン・ウズベキスタン

9月10日(火)～9月16日（月・祝）は、「自殺予防週
間」です。
もし先の見えない不安や、生きづらさを感じるな

ど、さまざまなこころの悩みを抱えていたら、その悩
みを相談してみませんか。
●「♯いのちＳＯＳ」
℡0120－061－33８8（おもい　ささえる）

●「よりそいホットライン」
℡0120－279－338

●「いのちの電話」
℡0120－783－556または℡0570-783-556

●「こころの健康相談統一ダイヤル」
℡0570－064－556（おこなおう まもろうよ こころ）

●京丹波町こころの健康相談
（毎月第２、第4木曜日、要予約）
℡86-1800
電話では相談しづらい方には、SNSでの相談もで

きます。「まもろうよこころ」で検索してください。

問：健康推進課　℡86－1800

戦没者遺児による慰霊友好親善事業の参加者を募集します

共和国、マリアナ諸島、東部ニューギニア、ビスマー
ク諸島、インド、フィリピン（1次）、ソロモン諸島、台
湾・バシー海峡、ギルバート諸島、マーシャル諸島、
フィリピン（2次）、中国
［特定地域］
西部ニューギニア、東部ニューギニア、タイ

問：一般財団法人日本遺族会事務局
℡03－3261－5521

申込：一般財団法人京都府遺族会
℡075－393－6050
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全国的な課題となっている所有者不明土地※1を解消
するため、所有者不明土地の「発生の予防」、「利用の円
滑化」の観点から民事基本法制の見直しが行われ、4月
1日※2から相続登記の申請が義務化されました。
申請義務化により、相続によって不動産を取得した

相続人は、その「所有権の取得を知った日」から3年以
内に相続登記の申請をしなければなりません。正当な
理由なく相続登記申請をしなかった場合、10万円以
下の過料が科せられることがあります。
対象の不動産をお持ちの方は、速やかに申請手続

を進めていただきますようお願いします。

令和6年4月1日からスタート

相続登記の申請が義務化されました 【申請手続きの相談】
お近くの法務局や登記の専門家である司法書士・司
法書士会などにご相談ください。
●京都司法書士会では、無料相談（要予約）を
実施しています。
℡075－255－2566

※1所有者が亡くなったのに相続登記がされないことによっ
て、不動産登記簿を見ても所有者が分からない土地

※2改正法の施行（令和6年4月1日）より前に相続した不
動産についても義務化の対象となり、令和9年3月31
日まで（不動産を相続で取得したことを知った日が令
和6年4月以降の場合は、その日から3年以内）に申請
する必要がありますのでご注意ください。

問：京都地方法務局　園部支局
℡0771－62－0380

詳しくはこちら
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幹
）

　
本
表
彰
は
、農
業
者
の
老
後
生
活
の
安
定
と

福
祉
の
向
上
を
目
的
と
す
る
農
業
者
年
金（
公

的
年
金
）の
普
及
に
尽
力
し
た
団
体
・
個
人
に

贈
ら
れ
ま
す
。２
名
の
部
長
は
、委
員
会
が
発
案

し
た「
１
委
員
１
人
以
上
の
声
か
け
運
動
」を
全

委
員
に
呼
び
か
け
実
施
。京
都
府
下
で
最
多
数

の
新
規
加
入
者
数
を
達
成
し
ま
し
た
。

下村委員同委員会広報部会の宇野栄晃委員
う   の  ひで あき

か
わ  

べ 

た
か
お

い
わ 

さ
き
ひ
ろ 

か
ず

な
が
た
け
さ
ち 

こ

（左から）永武専門幹、川邉農年統括部長、同委員会会長の
山田進会長、岩崎農年加入推進部長
やま だすすむ

お
お

い   

き
み  

こ

感謝状を受け取る太田さん

た  

あ
き 

ひ
ら

京丹波町農業委員会だより
京たんば
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地域おこし協力隊
今月の弱のつぶやき

じゃく

ど
ー
も
、寝
る
時
暑
い
の
で
ク
ー
ラ
ー
を
つ
け
ま
す
が
、夜
中
寒

く
な
っ
て
布
団
を
か
ぶ
る
木
下
弱
で
す
。

2
0
2
1
年
8
月
か
ら
地
域
お
こ
し
協
力
隊
と
し
て
京
丹
波
町

役
場
で
働
か
せ
て
い
た
だ
い
て
3
年
が
経
ち
ま
し
た
。こ
の
7
月
末

を
も
ち
ま
し
て
任
期
が
満
了
と
な
り
ま
し
た
。

ま
ず
は
3
年
間
本
当
に
お
世
話
に
な
り
ま
し
た
。あ
り
が
と
う

ご
ざ
い
ま
し
た
。

あ
っ
と
い
う
間
の
3
年
間
で
し
た
。思
い
返
す
と
色
ん
な
事
を
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。ま
ず
は
畑
を
始
め
ま
し
た
。京
丹
波
町
の

事
を
知
る
た
め
に
色
ん
な
ス
ポ
ッ
ト
を
巡
り
ま
し
た
。畑
を
や
り
ま
し
た
。京
丹

波
町
を
盛
り
上
げ
る
た
め
色
ん
な
イ
ベ
ン
ト
に
も
参
加
し
ま
し
た
。畑
を
や
り
ま

し
た
。皆
さ
ん
に
楽
し
ん
で
い
た
だ
き
た
い
と
思
い
、い
き
い
き
サ
ロ
ン
に
も
参
加

さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。畑
を
や
り
ま
し
た
。畑
を
し
っ
か
り
や
り
ま
し
た
。畑

を
目
一
杯
や
り
ま
し
た
。

畑
ば
っ
か
り
や
な
い
か
！
家
よ
り
も
畑
に
い
た
時
間
の
方
が
長
か
っ
た
ん
ち
ゃ

う
か
と
思
う
3
年
間
だ
っ
た
様
な
気
が
し
ま
す
。言
い
過
ぎ
ま
し
た
が
畑
以
外
も

た
く
さ
ん
の
こ
と
を
経
験
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
濃
密
な
楽
し
い
3
年
間
で
し
た
。

そ
し
て
地
域
お
こ
し
協
力
隊
任
期
満
了
を
記
念
し
て
7
月
28
日
に
京
丹
波
町

役
場
で
「
じ
ゃ
く
ふ
ぇ
す
」と
い
う
お
笑
い
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
し
ま
し
た
。畠
中
町

長
に
開
会
宣
言
を
し
て
い
た
だ
き
、た
く
さ
ん
の
芸
人
の
漫
才
や
大
道
芸
、ク
イ

ズ
コ
ー
ナ
ー
や
抽
選
会
な
ど
、盛
り
だ
く
さ
ん
の
内
容
で
お
送
り
し
ま
し
た
。約

2
0
0
人
の
方
に
お
越
し
い
た
だ
き
ま
し
て
京
丹
波
町
役
場
の
大
会
議
室
が
ほ

ぼ
満
員
に
な
り
ま
し
た
。皆
様
の
応
援
を
い
た
だ
き
「
じ
ゃ
く
ふ
ぇ
す
」を
大
成

功
で
終
え
る
事
が
で
き
ま
し
た
。本
当
に
本
当
に
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

そ
し
て
そ
の「
じ
ゃ
く
ふ
ぇ
す
」で
も
お
伝
え
し
た
ん
で
す
が
、な
ん
と
！
地
域

お
こ
し
協
力
隊
を
2
年
延
長
さ
せ
て
い
た
だ
く
事
に
な

り
ま
し
た
ー
!!
や
り
ま
し
た
ー
!!
や
っ
た
ー
!!
わ
ー
っ

し
ょ
い
！
わ
ー
っ
し
ょ
い
！

こ
れ
か
ら
の
2
年
間
で
今
ま
で
以
上
に
京
丹
波
町
を

盛
り
上
げ
て
、京
丹
波
町
の
P
R
を
し
っ
か
り
頑
張
り

ま
す
！
ま
ず
は
畑
を
頑
張
り
ま
す
！
！
ま
た
皆
様
に
お

会
い
で
き
る
の
を
楽
し
み
に
し
て
お
り
ま
す
！
こ
れ
か

ら
も
ど
う
ぞ
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し
ま
す
！

京
丹
波
は
え
え
と
こ
ー
！

地
域
お
こ
し
協
力
隊
3
年
任
期
満
了

編集後記

全国広報コンクールにおいて、広報京丹波11月号が
「広報紙・町村の部」で総務大臣賞に選ばれました。
心も体も健やかに過ごしておられる2人の100歳を
特集した号です。人生100年時代といわれる今、長い
人生を全うするための生き方が
課題となっています。2人の女性
の姿から、人生を明るくすごす
ヒントをお届けできればという
思いを、この特集に込めました。
これからも、広報京丹波をよろ
しくお願いします。まだらと！

ま
ち
の
暮
ら
し
を
体
験

●移
住
ツ
ア
ー
で
京
丹
波
の
魅
力
満
喫

都
市
部
か
ら
京
丹
波
町
へ
の
移
住
を
考

え
る
人
に
向
け
た
体
験
型
移
住
ツ
ア
ー「
Ｇ

Ｒ
Ｅ
Ｅ
Ｎ 

Ｔ
Ｕ
Ｒ
Ｎ 
ツ
ア
ー
」を
７
月
７
日

に
開
催
し
ま
し
た
。農
業
体
験
や
移
住
者
と

の
交
流
を
通
し
て
、京
丹
波
の
暮
ら
し
を
身

近
に
感
じ
て
も
ら
お
う
と
町
主
催
で
開
催

し
、近
畿
圏
内
か
ら
５
組
10
人
の
参
加
が
あ

り
ま
し
た
。第
１
部
で
は
と
う
も
ろ
こ
し
の

収
穫
体
験
や
試
食
に
よ
り
、京
丹
波
の
食
の

魅
力
を
楽
し
ん
で
も
ら
い
、第
２
部
で
は
先

輩
移
住
者
や
京
の
田
舎
ぐ
ら
し
ナ
ビ
ゲ
ー

タ
ー
を
ゲ
ス
ト
に
迎
え
、リ
ア
ル
な
実
体
験

を
聞
く
交
流
会
を
行
い
ま
し
た
。

本
町
で
は
、関
係
人
口
づ
く
り
な
ど
の
連

携
に
よ
り
、地
域
の
活
性
化
を
図
り
な
が

ら
、移
住
定
住
に
向
け
た
取
組
を
進
め
て
い

ま
す
。昨
年
度
に
は
、移
住
相
談
の
専
用
窓

口
を
開
設
し
て

お
り
、計
５
０

０
件
を
超
え
る

相
談
が
あ
り
、

都
市
部
に
住

む
40
代
〜
60
代

の
世
代
が
多
い

傾
向
と
な
っ
て

い
ま
す
。

大勢の受講者に歌声を届ける西田さん

みずほ夕涼み大会の企画を考える瑞穂小児童

とうもろこしの収穫を楽しむ親子

FLASH KYOTAMBA TOWN ALBUM 2024 KYOTAMBA TOWN ALBUM 2024 FLASH

 人　口 12,479 人 （－8）
 男 5,992 人 （－6）
 女 6,487 人 （－2）
 世帯数 6,092 世帯 （4）

8月1日現在／（    ）は前月比

わたしたちの町

＊寄付者の了解を得ている方のみ掲載しています。

ふるさと応援寄付金

6月の寄付者　＊敬称略

［令和6年6月］ 16,161,000円／739件
［令和6年度累計］ 33,944,000円／1,598件

片山　山治 松原　政男 新井　規志
井口　智之 太田　光代 二口　恭一

京
丹
波
町
民
大
学
講
座

●ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
　
西
田
さ
ん
の
歌
声
響
く

京
丹
波
町
出
身
の
ソ
プ
ラ
ノ
歌
手
、西
田

み
ず
ほ
さ
ん
が
７
月
７
日
、京
丹
波
町
民
大

学
講
座
に
招
か
れ
、美
し
い
歌
声
を
披
露
し

ま
し
た
。会
場
に
は
、１
７
０
人
が
来
場
し

ま
し
た
。

ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
の
世
界
を
楽
し
ん
で
も

ら
お
う
と
、エ
ー
デ
ル
ワ
イ
ス
の
曲
で
知
ら

れ
る
サ
ウ
ン
ド
オ
ブ
ミ
ュ
ー
ジ
ッ
ク
や
、

モ
ー
ツ
ァ
ル
ト
作
曲
の
「
魔
笛
」が
披
露

さ
れ
、会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手
が
送
ら

れ
ま
し
た
。

瑞
穂
の
子 

や
っ
て
み
た
い
を
形
に

●５
年
ぶ
り
の
夕
涼
み
大
会
開
催
へ

令
和
元
年
の
夏
を
最
後
に
休
止
し
て
い

た
み
ず
ほ
夕
涼
み
大
会
が
８
月
17
日
、５

年
ぶ
り
に
復
活
し
ま
す
。今
年
の
夕
涼
み

大
会
は
、地
元
の
子
ど
も
た
ち
が
企
画
・

運
営
に
携
わ
り
ま
す
。

７
月
上
旬
、瑞
穂
小
学
校
で
夕
涼
み
大

会
の
催
し
を
考
え
る
授
業
が
あ
り
ま
し
た
。

児
童
ら
は
、子
ど
も
か
ら
大
人
ま
で
楽
し
ん

で
も
ら
え
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ
ン
ト
や
出
店
に

し
よ
う
と
、悩
み
な
が
ら
企
画
。丸
太
の
早

切
り
大
会
や
お
菓
子
つ
か
み
、オ
ン
ラ
イ
ン

で
の
ゲ
ー
ム
対
戦
な
ど
の
催
し
を
立
案
し

ま
し
た
。ま
た
、夕
涼
み
大
会
を
大
勢
の
人

に
楽
し
ん
で
も
ら
お
う
と
、児
童
の
ア
イ
デ
ア
で
、町
自
主
放
送
番
組
で

の
宣
伝
を
し
た
り
、登
下
校
時
に
出
会
っ
た
住
民
ら
に
対
し
参
加
を
促

し
た
り
し
て
、夏
の
思
い
出
を
成
功
さ
せ
よ
う
と
活
動
し
ま
し
た
。

み
ず
ほ
夕
涼
み
大
会
は
２
部

制
で
開
か
れ
、午
後
４
時
か
ら
６

時
ま
で
の
第
１
部
に
、児
童
ら
が

運
営
に
参
加
す
る
ス
テ
ー
ジ
イ
ベ

ン
ト
や
出
店
が
催
さ
れ
ま
す
。第

２
部
で
は
、ク
ラ
リ
ネ
ッ
ト
奏
者

の
中
ヒ
デ
ヒ
ト
さ
ん
や
ソ
プ
ラ
ノ

歌
手
の
西
田
み
ず
ほ
さ
ん
な
ど
、

多
彩
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
り
音

楽
が
届
け
ら
れ
ま
す
。会
場
で
は

町
内
の
飲
食
店
に
よ
る
出
店
が

予
定
さ
れ
て
い
ま
す
。

体
育
館
に
冷
風
機
器
導
入

●夏
で
も
涼
し
く
活
動
を

町
内
の
小
中
学
校
の
体
育
館
に
熱
中
症

対
策
と
し
て
冷
風
機
器
が
６
月
下
旬
か
ら

順
次
設
置
さ
れ
ま
し
た
。

普
段
授
業
を
行
う
普
通
教
室
に
は
冷
房

機
器
が
設
置
さ
れ
て
い
ま
し
た
が
、今
回

初
め
て
体
育
館
に
冷
風
機
器
の
導
入
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

中
学
校
に
は
ス
ポ
ッ
ト
エ
ア
コ
ン
、小
学
校

に
は
気
化
式
冷
風
機
が
置
か
れ
て
い
ま
す
。

蒲
生
野
中
学
校
の
生
徒
は
「
冷
房
が

入
っ
て
涼
し
く
快
適
に
部
活
動
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。き
つ
い
練
習
も
冷
房
で
涼

み
な
が
ら
頑
張
っ
て
い
き
た
い
で
す
」と
話

し
ま
し
た
。

〝
日
常
の
大
切
さ
実
感
〞

●和
知
中
学
生
　
被
災
地
支
援
の
募
金

能
登
半
島
地
震
で
被
災
し
た
人
た
ち
を

支
援
し
よ
う
と
、和
知
中
学
校
の
生
徒
が

学
校
や
道
の
駅
「
和
」で
募
金
活
動
を
行

い
、集
ま
っ
た
義
援
金
を
畠
中
町
長
に
手
渡

し
ま
し
た
。

７
月
24
日
、同
校
の
生
徒
会
４
人
が
役

場
を
訪
れ
、集
め
た
義
援
金
５
８
，８
０
５

円
を
手
渡
し
ま
し
た
。

生
徒
会
長
の
山
口
み
そ
ら
さ
ん
は
、「
活

動
を
通
じ
て
、日
常
の
大
切
さ
を
改
め
て
感

じ
た
。今
後
も
自
分
た
ち
で
で
き
る
こ
と
を

考
え
て
い
き
た
い
」と
話
し
て
い
ま
し
た
。

スポットエアコンが設置された体育館で集会をする
蒲生野中学生

畠中町長に義援金を手渡す和知中学生

や
ま 

ぐ
ち

人
権
擁
護
委
員

村
山 

孝
秋（
退
任
）

西
田 

三
郎（
再
任
）

小
森 　
誠（
再
任
）

杉
山 

詩
乃（
再
任
）

一
谷　

 

徹（
新
任
）

（
委
嘱
期
間
：

令
和
６
年

７
月
１
日
か
ら

令
和
９
年

６
月
30
日
ま
で
）

人
の
動
き（敬称

略
）

受付金額
1,725,517円
（7月31日現在）

令 和 ６ 年
能登半島地震
災 害 義 援 金
受 付 状 況
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７
月
14
日
に
わ
ち
グ
ラ
ウ
ン
ド
で
第

10
回
京
丹
波
町
消
防
操
法
大
会
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

消
防
団
員
の
消
防
技
術
向
上
や
士

気
の
高
揚
、消
防
活
動
の
充
実
を
目

的
と
し
て
行
わ
れ
た
大
会
に
は
、小
型

ポ
ン
プ
の
部
に
13
隊
、ポ
ン
プ
車
の
部

に
３
隊
が
出
場
し
ま
し
た
。緊
張
感
が

漂
う
中
、団
員
ら
は
日
頃
の
訓
練
の
成

果
を
発
揮
し
、消
火
技
術
の
正
確
性

な
ど
を
競
い
ま
し
た
。

各
賞
を
受
賞
し
た
分
団
、個
人
は
次

の
と
お
り
で
す
。（
敬
称
略
）

京
丹
波
町

消
防
操
法
大
会

京
丹
波
町
消
防
操
法
大
会
結
果

【
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
】

最
優
秀
賞　
和
知
支
団 

第
三
分
団

優
秀
賞　
瑞
穂
支
団 

第
一
分
団

【
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
】

最
優
秀
賞　
丹
波
支
団 

第
五
分
団

優
秀
賞　
瑞
穂
支
団 

第
三
分
団

優
秀
賞　
和
知
支
団 

第
二
分
団

【
特
別
賞
】

団
長
奨
励
賞　
和
知
支
団 

第
四
分
団

【
個
人
の
部
】

【
ポ
ン
プ
車
操
法
】

指
揮
者　
増
谷 

喬
太　
瑞
穂
支
団 

第
一
分
団

一
番
員　
築
山 
尚
徳　
和
知
支
団 

第
三
分
団

二
番
員　
小
田 
哲
也　
和
知
支
団 

第
三
分
団

三
番
員　
桐
村 

和
典　
瑞
穂
支
団 

第
一
分
団

四
番
員　
堀　

 

友
輔　
和
知
支
団 

第
三
分
団

【
小
型
ポ
ン
プ
操
法
】

指
揮
者　
森　

 

暁
彦　
和
知
支
団 
第
四
分
団

一
番
員　
山
本 

瑛
介　
和
知
支
団 
第
二
分
団

二
番
員　
太
田 

達
士　
丹
波
支
団 

第
四
分
団

三
番
員　
片
山 

湧
悟　
和
知
支
団 

第
四
分
団

ま
す
た
に   

き
ょ
う
た

つ
き 
や
ま    

ひ
さ
の
り

お   

だ    
て
つ   

や

き
り
む
ら   

か
ず 
の
り

ほ
り         

ゆ
う
す
け

も
り         

あ
き 

ひ
こ

や
ま
も
と   

え
い 

す
け

お
お 

た     

た
つ  

し

か
た 

や
ま   

ゆ
う 

ご

各
最
優
秀
賞
に
輝
い
た
分
団
は
京

丹
波
町
を
代
表
し
、８
月
25
日
に
開

催
さ
れ
る
、京
都
府
消
防
操
法
大
会

に
出
場
し
ま
す
。７
月
24
日
に
は
役

場
本
庁
舎
で
、結
団
式
が
行
わ
れ
、出

場
要
員
ら
が
激
励
を
受
け
ま
し
た
。

京
都
府
消
防
操
法
大
会
に
出
場

【
ポ
ン
プ
車
操
法
の
部
】

和
知
支
団　
第
三
分
団

指
揮
者　
早
川 

公
雄

一
番
員　
築
山 

尚
徳

二
番
員　
小
田 

哲
也

三
番
員　
梅
村 

達
也

四
番
員　
堀 　
友
輔

【
小
型
ポ
ン
プ
操
法
の
部
】

丹
波
支
団　
第
五
分
団

指
揮
者　
浦
宗 

優

一
番
員　
吉
岡 

秀
貢

二
番
員　
大
石 

康
正

三
番
員　
山
崎 

辰
己

は
や 

か
わ   

き
み  

お

つ
き 

や
ま    

ひ
さ
の
り

お   

だ    

て
つ  

や

ほ
り         

ゆ
う 

す
け

う
ら 

む
ね   

ゆ
う

よ
し 

お
か   

ひ
で 

つ
ぐ

お
お 

い
し   

や
す
ま
さ

う
め 

む
ら   

た
つ  

や

や
ま
ざ
き   

た
つ  

み
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